


















































































頼、信仰を集めなければならなかったわけで う 大切さを 修行の段階からしっかりと、育てていくということが求められていた です。
　　　　
それから、 『観音堂縁起』 （總持寺中興縁起）の中、瑩山禅師 言葉 、 「諸人同心して合力し、当寺 山門






















「夜話」というのは非定期で、夕方から夜に夜半にかけてのこの説法という形で、この『山雲海月』の説法は説かれており 上巻の最後には「夜既に四五更に到る」という箇所があります。 「四五更」と うのは夜半の午前一時から朝方の五時ぐらいの時を指しますので、本当にこの夜半を通じたこの説法がこの『山雲海月』にまとめられて るということも合わせてご紹介したいと思います。
山口
　





んばかりであります。これは現代で考えても、我々坊さんは五十、 六十歳なったら弟子はもう作らないぐらいの風潮はあ ますけども、峨山禅師は本当に亡くなる直前迄、そして その時その時に応じて、来た人に一人ひとりゆっくりと指導しました。それがさっき言いました「官に 針をも容れず、私には馬車をも通ず」と本当に気持ちがあるのならば自分の所に来なさいと親切心があります。
　　　　
如実な例が私のお寺の御開山の通幻さまは非常に口臭が強くて、とても悩んでおりました。ある時、峨山
禅師に相談した所、 「毎朝梅干を一個ずつ食しなさい」と、 な指導をいただき、 れを食したところ口臭が消えたということです。そのこ が今、總持寺や永平寺 も御上壇で梅干をあげていること 一つ 先駆けになっているかと思いま ういう風に峨山禅師が一人ひとり 合わせて丁寧に指導 いたということも良く分かります。ファーストフードじゃ くてスローフードの教えだった。 かも、七十代、八十代、九十代に至るまで、晩年に至るまで積極的に教化活動、弟子 育成と うものにあたったと うことは、私たちも皆さん自身も色いろな教え か流れと その地で学 なけ ば ら いこ が のではないか いう点があるのではない と思います。
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難しい質問ですけれども、峨山禅師が、 『山雲海月』で言 たいことを一言でというのはなかなか難しく、特に先ほど言いました様に、公案禅の展開のなかでも用いられている経緯がありますので、非常に難解 内容を多く含んでいるのがこの『山雲海月』であります。そのため、一言でまとめるという はなかなか しいのですが、この『山雲海月』というのは、非常に説法の対象を限定して ます。 「三五人」という非常に限られた、嗣法相続を承けたお弟子の中で おそらく太源宗真禅師や通幻寂霊禅師等の極めて親密なる弟子たちに対して、峨山禅師が最晩年言い残しておく様に説法をこの行って るものをまとめているものが『山雲海月』ということになります。
　　　　
一言でというのはちょっと難しいのですけれども、嗣法した弟子たちは、今度は峨山禅師の教えを自らの教














私も『山雲海月』に 大変関心を持っており、何度か目を通したことがござ ます しかし、峨山禅師ご自身のお考えがどれだけきちん 反映されているのか、な なか読み取る 難し なと感じます。ただ、先ほどの松田先生のお話で少し安心したのですが、上巻は、ある程度、信頼性 高い様 気は ておりました。
　　　　
ともあれ、やはり延宝本の出現そのものが、思想的には重要な意味があるのではないか。というのは、中世














ご質問頂きましてありがとうございます。延宝本の成立につき して先生 ご意見をお伺いいたしまして、私の考えておりましたことを少し補って頂いたのではな かと思いまして、非常にちょっと気を強くしたところでございます。確かに の延宝本が刊行されるというこ は、一 の大きな出来事として捉えることが出来るだろうと思います。これまでこの嗣法門人の間だけで、ごく限られた人の間だけで伝授されてきたものが、光を当てられて、刊行されるということは、別 意義を持って、取り扱われることになったということを指しているだろうと思います。
　　　　
この延宝年間という年ですが、この年代は非常に曹洞宗という教団にとりま ては色いろな出来事がこれか
ら湧きあがってく 、丁度最初の時期という様な感覚を持 おりまして 江戸時代とそれ以前のこの中世の曹洞宗というのは、そうい 意味ではガラッと傾向が変わっていくの 思 のです。この一つ は江戸
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時代になり、圭室先生のお話にあったように、江戸幕府によってこの曹洞宗が全国規模の教団として認知されて統制の対象になっている。これまで地方ごとにグループ単位でまとまっていったものが、全国規模の教団とし 認識されるようになった もしくは、中国の明から黄檗宗という新たな禅宗の一派が入ってくる。そういう頃の時期はこの延宝年間の少し前くらいになります。延宝五年にその『山雲海月』が刊行され いますけれども、そう意味で曹洞宗の人たちの中で自分たちの宗旨、宗旨や教団というものの独自性というのはどこにあるのかとか、もしくは、こ 教団の一体性というのはどういう形でこの確認していけば良い かということが江戸時代の初期 、改めて問題意識化さ ていく。そ 中で、こういう中世まで伝えられてきた著作が、改めて別な意義をもって打ち出され く、刊行されていく いう様なことが起きていくのではないかと思うわけです。そして、例えば曹洞宗にとっては現在、宗旨の根幹は道元禅師だ いう様に良 言われるのですが、道元禅師と 人に光を当てられる も、実はこの後とい ような状況におそらくなっいくのだろうと思 ますので、そういう意味ではこの時代だからこそ出たものという風に 刊行されたものという風に位置付けても良いのでは いのかなと、私は思っております。
宮地
　
木村先生がおっしゃったように メンタル面あるいは信仰心 部分 いて、 必ず「サンガ 伝統としての和」「六和行」がベース あ しょ し、それを無視して宗教者とし 活動す とは思えません。僧堂生活は当然それらに基づ て行われていた 思います。ただ瑩山禅師そし 峨山禅師がご活躍の時代になりますとやはり教団を運営して くこと、平たく言えば大きくして くこと、それから他宗派と 兼ね合 ・関係もあったはずです。曹洞宗と 他宗派 の大がかりな直接交渉 無かったでしょうし 深く内部事情を知ってたとは考えられませんが、 「あそ 宗派はこう 風にして た」とか「こ いう風 活動しているな」く
パネルディスカッション・質疑応答
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らいのレベルの情報は入って来ていたと思います。今回私のレジュメの中にも他宗派の動向をいくつか挿ませて頂 たのも、 そのためです。それらの情報を加味しつつ、 では曹洞宗として独自性をどこに持って行って、それをどうやって具体的な形にして打ち出せば、より修行僧や檀信徒が増えていくのか、あるいは教団が大きくなっていくのかを考えたと推測できます。若干宗教者としてどうかという切り口になるかもしれませんが、道元禅師の意をくんで教団を大きくし いかんとする中で、様々な要素に目配りをしなく はいけないと、おそらく瑩山禅師も峨山禅師もお考えになったと思います。その中で、太子信仰 日本に古来ある信仰ですから、これを採り入れることによって、より民衆に訴えていく、少 言い方が過ぎるかも れませんが、それをベースにしてより教団を大きくしていくことをおそらく運営面で計算 いたのではない と。要するに、当時の宗教者は教理教学面と実際 運営面の両方を柱とし 持っていて、そのうちの片方、教団運営面 おいて、太子信仰、あるいは冒頭に申しましたよう 地蔵信仰などを採り入れることにより、修行僧や檀信徒の精神面に近づき、さらに教団 大きく ていっ の はないか 考えています。今回 私の発表は、二つの柱を持っていたうちの一つ 強調し ご理解 ださい。
司会
　




べたいと思います。各先生方におかれましては、このシンポジウムにおきまして 本当に貴重な研究の成果を丁寧な形で発表して頂きまして、誠にありがとうございました。更 ディスカッションの中 またご補足・
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ご教示頂きました。本当に峨山禅師をめぐってこれだけの成果が出来ることはなかなか貴重な機会だと思っております。今後もこの研究を更に深めていって頂ければと思う訳でございます。
　　　　
本年は、 峨山禅師様の六五〇回大遠忌という年でございます。 この迫ってくる十月御本法要に向けてこういっ
た企画が非常に有益な一助となることと思っております。この大遠忌が無事円成に向けて、更なる皆様方のご協力・ご一助を賜りたいとお願いしながら、閉会の言葉とさせて頂きたいと思います。本日は誠にありがとう ざいました。
